
201２年度事業報告書 

 

特定非営利活動法人 母子フィジカルサポート研究会 

 １ 事業の成果 

当会の設立目的を果たすため、母子フィジカルサポートの考え方を広げていくためのセミナーを開催し

ている。2012 年度は、東京、京都の固定会場だけでなく、例年定期的にセミナー開催している地域での当会主

催セミナーを開催、そのほかにも、地方での母子フィジカルサポートに対するニーズにこたえるため、希望地域

への出張開催を行った。 

また、母子フィジカルサポートを病産院で働く助産師がより活用できるよう、新設セミナー(助産力サポートセミナ

ー)を開始した。 

その結果、当会の活動を知り、母子フィジカルサポートを実践する助産師が増え、女性や母子が真に

QOL(生活の質)を高め健やかにすごせる社会構築に寄与することに貢献した。 

  

２ 事業の実施に関する事項 

 (1) 特定非営利活動に係る事業 

事業名 具体的な事 業 内 容 
実施予定日

時 

実施

場所 

従事者の

人数 

受益対象者の範

囲及び予定人数 

支出

額（千

円） 

（１）姿勢と発達を基本

とした母子フィジカル

サポート（身体的支

援）にかかわる教育・

研修事業 

公式セミナー 

～入門ｾﾐﾅｰ 

月 4 回 

9:30～16:30 

全国 
1 回 

 1～5 人 

助産師、看護

師、保健師、医

師、など母子保

健にかかわる人 

1 回 4～25 人 

9322 
公式セミナー 

～基礎ｾﾐﾅｰ 

月 12 回 

9:30～16:30 

公式セミナー 

助産力支持セミナー 

年 6 回 

9:30～16:30 

（２）一般の人を対象に

した姿勢と発達を基本

とした母子フィジカル

サポート（身体的支

援）の講習事業  

 

助産師会勉強会などへの

講師派遣など 

 

20 回 全国 
1 回 

１～10 人 

母子保健にかか

わる医療関係

者、妊産婦およ

びその家族など 

約 200 人 

109 

（４）姿勢と発達を基本

とした母子フィジカル

サポート（身体的支

援）に関する情報の収

集と発信事業 

HP の充実 

理論の普及・啓発 
随時 

当会

HP 
会員全員 

不特定多数の母

子 
27 

 


